
産業建設常任委員会  

 

日　時　　令和８年４月２８日（火）午前１０時３０分～  

場　所　　全員協議会室  

 

１　開議  

 

 

２　行政報告  

【上下水道部】  

（１）亀岡市上下水道ビジョンの中間見直しについて  

 

【産業観光部】　　  

（１）地域商社「株式会社 ＯＮＥ かめおか」について  

 

（２）有機農業推進の取り組み状況について  

 

３　その他  
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地域商社「株式会社 ONE かめおか」について 
 

１．名称 

株式会社 ONE かめおか 

地域内の様々な主体や資源が一つにまとまることを意味するとともに、亀岡市の象徴的

な政策である Organic、Nature、Environment の頭文字でもあります。 

２．設立日 

令和８年２月２６日 

３．設立の背景 

l 人口減少と少子高齢化が進行する中、本市においても地域経済の縮小、農林業の担い手

不足が懸念されます。この先、持続可能な地域経済を実現するには、地域資源を地域の

収益へと変換する（稼ぐ）仕組みが必要です。 

l 本市が出資して「行政の信用力」と「民間のスピード感と経営感覚」を併せ持った地域商

社を設立することで、地域内の事業者や資源の力を結集し、亀岡市に収益を呼び込みま

す。また、地域商社事業が軌道に乗った暁には、「ふるさと住民登録制度」で獲得した関

係人口を「コアな顧客」として経済効果に結びつける効果や、地域資源の販売増加によっ

て市内産業の担い手確保への貢献を期待しています。 

４.事業内容 

① 地域産品の企画、製造、販路開拓、仕入れ、販売、輸出入に関する事業 

 　② 地域振興に関する施設の管理、運営 

 　③ 地域課題の解決に資する事業 

５．設立時の組織体制 

代表取締役： 亀岡商工会議所　前会頭　川勝 啓史　氏 

取締役： 株式会社新朝プレス　代表取締役　髙嶋　久夫　氏 

監査役： 株式会社京都銀行　亀岡支店長 

社員　 : 亀岡市役所からの派遣職員２名 

今後、民間人材１～２名が加入予定 
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６．所在地 

亀岡市余部町宝久保１番地１　　ガレリアかめおか　１階　（下図★の位置） 

　　 

 

７．会計 

資本金　　3,600 万円　（１００％亀岡市。令和７年度３月補正予算で 3,500 万円増資） 

l 地域産品流通促進事業として５，０００万円補助（令和８年度当初予算） 

l 営業年度　　毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までの年１期 

 

 

★
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株式会社ＯＮＥかめおか 

 

2026 年度 事業計画 

企業理念：地域の資源を収入に変える 

組織体制：代表取締役、取締役、社員 4名（市役所・民間から出向） 

事業期間：2026 年 4 月 1 日 〜 2027 年 3 月 31 日 

基本方針：①亀岡産米を用いた商品のテストマーケティングを通じて商品開発の知見の

蓄積と市場調査を行う。 

②地域の事業者、流通事業者、バイヤーとの関係づくりを進める。 

 

1. 概要 

亀岡市から 100%出資を受ける「株式会社 ONE かめおか」は、有機・自然・環境を軸と

して、地域資源を収入に変え、持続可能な地域経済を支える「稼ぐ力」を高める役割を

担います。 

本格稼働となる当期は、市および民間からの出向社員 4名を迎える新体制のもと、具

体的な「商品化・市場検証フェーズ」へと移行します。まずは地域の事業者・生産者と

の関係構築に取り組むほか、亀岡産の「有機米」を重点商材に位置づけ、商品化に取り

組みます。 

 

2. 各部門の役割 

限られた人員で最大の成果を上げるため、以下の通り役割と責任を明確化します。 

マーケティング部 

市場の声を起点とした商品企画、ブランディング、都市部や全国への販路開拓（商

談）、および WEB・SNS を活用した広報戦略の立案と実行。 

事業部 

市内生産者からの商材調達、外部 OEM 工場との折衝・製造委託管理、適正な在庫・品

質管理、および実際の販売業務オペレーション。 
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管理部 

業務効率化の推進、予算執行と会計処理・税申告、補助金申請・報告事務、人事・労

務処理。 

 

3. プロジェクト 

設立後年数と事業化目標 

 

市内事業者の支援 

【ターゲット】市内事業者、生産者 

【概要】事業者が抱える売上拡大のボトルネックの解消になる業務を受託する。 

【行動計画】 

①調査・抽出（マーケティング部・事業部） 

事業者を訪問し、何らかのボトルネックを抱える商材を把握。 

②商品づくり支援（事業部） 

課題に応じた直接的なサポートを実施。 

例）材料・資材の調達、包装・味付け加工など 

③プロモーション支援（マーケティング部） 

商品の魅力を伝えるためのサポートを実施 

 
事業 1 2 3 4 5

 
市内事業者の支援 ●

 
亀岡産有機米パックご飯 ●

 
規格外「山田錦」米粉商品 ●

 
規格外野菜加工食品事業 ●

 
高付加価値ペットフード（ジビエ）事業 ●
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例）商品撮影、パッケージのリニューアル、販促企画の実施など 

④販路の拡大（マーケティング部・事業部） 

ＥＣモールや都市部での取引をサポート。 

例）販売代行、倉庫調達 

 

亀岡産有機米パックご飯  

【ターゲット】健康志向・高所得の消費者 

【概要】市内産有機米の販路を開拓する。 

災害備蓄としても使えるパックご飯の 

可能性をテストする。大手事業者が寡 

占する低価格帯ではなく、有機米の割 

高感と供給力の低さを補える、高価格 

帯の市場に挑戦する。 

【行動計画】 

①商品企画（マーケティング部） 

ペルソナ（想定顧客）の設定と、日常的に購入可能な 1食あたりの適正価格帯・容量

のデータ調査。 

②加工外注（事業部） 

有機 JAS 認証の取扱基準を満たし、高品質なパックご飯製造が可能な外部 OEM 工場の

選定と委託契約の締結。原材料である米の仕入れスキームの確立。 

③デザイン外注（マーケティング部） 

都市部の高所得・単身・健康志向層に刺さる洗練されたパッケージデザインを外部ク

リエイターへ発注。 

④販路開拓（マーケティング部） 

自然派食品を扱う小売店向けの商談会への参加やふるさと納税返礼品登録、ターゲッ

トを絞ったデジタル広告の展開。 

例：高価格帯のパックご飯
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⑤販売（事業部） 

在庫リスクを避けるため、最小ロットでの生産・供給を行う。 

 

【第 1 四半期：企画・基盤構築（4～6 月）】 

・市場調査・コンセプト策定（4-5 月）：ターゲット層の行動様式や競合製品の価格

帯を調査。 

・デザイン外注・専門家相談（5-6 月）：商品の顔となるパッケージデザインの発注

および、商品開発コンサルタントとの協業。 

 

【第 2 四半期：試作・製造準備（7～9 月）】 

・OEM 先選定・レシピ試作（7-8 月）：品質とコストのバランスが取れた外部製造委

託先と契約、品質テスト。 

・ふるさと納税返礼品への登録（7-10 月）：年末の寄附需要ピークに向けたポータ

ルサイトへの出品登録。 

・原材料仕入・初回製造（9-10 月）：秋の収穫に合わせた原材料の確実な調達と、

初期ロットの製造実行。 

 

【第 3 四半期：テストマーケティング（10～12 月）】 

・テスト販売（10-12 月）：ふるさと納税による市場テスト、および地元直売所（ア

トリオ等）での実地テストによる初期売上の獲得。 

 

【第 4 四半期：市場検証・販路拡大（1～3 月）】 

・顧客フィードバック・商品改良（12-1 月）：購入者アンケート等から課題を抽出

し、味やパッケージのブラッシュアップを実施。 

・展示会出展・都市部への営業（1-3 月）：東京・大阪等の大規模商談会（ギフトシ

ョー等）へ出展し、百貨店や高級スーパー等の新規販路を開拓。 
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規格外「山田錦」米粉商品 

【ターゲット】京都観光のインバウンド客 

【概要】市内で有機栽培された酒米「山田錦」 

のうち、酒造りに適さない規格外品等 

を仕入れ、製粉・加工することで世界 

的に拡大しているグルテンフリー市場 

（小麦粉代替需要）を開拓する。規格 

外品を活用することで、材料原価を抑 

え、食品ロス低減の環境配慮イメージ 

を利用する。 

【行動計画】 

①商品企画（マーケティング部） 

家庭で調理できるパンケーキミックスや、贈答用の焼き菓子（クッキー等）など、タ

ーゲットに合わせた商品構成を考案。焼き菓子は市内製菓事業者との共同開発を探

る。 

②仕入・試作（事業部） 

規格外品を買い取る仕入ルートの構築と、米粉専用の製粉業者への加工委託、市内製

菓事業者への試作依頼。 

③テスト販売（事業部） 

「地域課題解決×健康志向」というストーリーで初期ロットのテストマーケティング

を実施。バイヤーや消費者の反応を商品にフィードバックする。 

④販路開拓（マーケティング部） 

健康志向の強い店舗や高級食料品店へのセールス、および展示会での試食会など商談

の実施。 

 

 

 

例：米粉クッキー
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規格外野菜加工食品事業  

【ターゲット】飲食店、食品製造業者 

【概要】形が悪く出荷できない、あるいは豊作で値崩れした野菜を、乾燥・粉末化技術

などによって「長期保存可能な食材」へ加工して販売する。生鮮流通のリスク

（廃棄ロス、物流費）を避け、通年販売可能にする。 

【行動計画】 

①商品企画（マーケティング部） 

市役所の農業振興担当を通じて規格外野菜の実態と供給可能量を調べる、市場での需

要、加工コストを調べ、事業化の可能性を探る。 

②加工外注（事業部） 

野菜の下処理、乾燥・粉末化が可能な外部 OEM 工場の選定と委託契約の締結。原材料

である野菜の仕入れスキームの構築。 

③販路開拓（マーケティング部） 

地場産野菜を求めるホテルや飲食店への売り込み、食材の展示会への参加。 

④販売（事業部） 

材料仕入れ、加工委託、商品管理を行う。 

 

 

高付加価値ペットフード事業（ジビエ活用） 

【ターゲット】ペット愛好家 

【概要】有害鳥獣の処分を受託しつつ、使用できる部位をジビエペットフードに加工し

て販売することで収入を得る。処理施設の整備が必要であることから、採算性

をはじめとした調査を進める。 

【行動計画】 

①調査（マーケティング部） 

市役所の有害鳥獣施策（処分施設の検討状況）を踏まえ、事業化の可能性を調べる。 

 



令和８年４月２８日 
産業建設常任委員会資料

9

4. 収支計画 

 

 

勘定科目 2026年度 2027年度 2028年度 内容

【収入の部】

自社売上高 3,000,000 12,000,000 30,000,000 売上目標

市補助金収入 50,000,000 50,000,000 30,000,000 営業経費の補助

収入合計 53,000,000 62,000,000 60,000,000

【支出の部】

仕入費 3,140,000 8,320,000 13,900,000 原材料や商材の代金

役員報酬 0 0 0 黒字化まで無報酬

給料手当 3,000,000 4,000,000 4,000,000 パートタイマー分

法定福利費 600,000 800,000 800,000 パートタイマー分

人材招聘費 9,000,000 9,000,000 9,000,000 外部人材派遣元企業
への協力金

業務委託費 19,990,000 13,130,000 14,200,000 レシピ開発、成分分
析、OEM工場での加工
費、商品撮影、商品
デザイン

広告宣伝費 6,050,000 4,600,000 6,150,000 自社WEBサイト構築、
ECモール出店、広告
費

地代家賃 960,000 960,000 960,000 事務所賃料

水道光熱費 240,000 240,000 240,000 電気代・空調費等

旅費交通費 1,000,000 1,000,000 1,000,000 展示会出展時旅費、
営業時の交通費

通信運搬費 2,000,000 2,500,000 2,500,000 商品送料、会計ソフ
ト、電話、ネット

消耗品費 3,000,000 3,500,000 3,500,000 梱包材、事務用品

交際・会議費 630,000 1,560,000 1,560,000 展示会参加費、商
談・会議費

減価償却費 0 0 0

予備費 390,000 390,000 390,000

支出合計 50,000,000 50,000,000 58,200,000

営業収支 3,000,000 12,000,000 1,800,000
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有機農業推進について 

産業観光部農林振興課 

 

　亀岡市では、令和５年２月に全国で２番目となる「オーガニック・ビレッジ」

を宣言し、有機農業の推進を図ってきました。 

　この間、亀岡オーガニック農業スクールの開設・運営、給食用有機農産物の導

入拡大などを着実に進め、都市近郊農業の新たなかたちとして、市内外から注目

を集めつつあります。 

　本年開催される第４３回全国都市緑化フェア in 京都丹波に合わせ、有機農業

推進に取り組む自治体間の連携を加速し、本市のＰＲを行います。 

 

 

 

1. オーガニックビレッジ全国首長の会 

　●基礎自治体間の連携及び要望活動の強化等を目的として設立準備中 

●本市を含む１２市町が発起人。令和８年４月１４日現在　５４市町村が入会 

●設立総会 

　令和８年６月１３日（土）午後１時半～３時　京都市勧業館みやこめっせ 

　オーガニックライフスタイルＥＸＰＯ in 京都　会場内で開催 

 

 

 

2. オーガニックビレッジ全国集会 

　●農林水産省との共催で開催準備中 

　●概要 

　　令和８年１０月３０日（金）午後１時～５時　ガレリアかめおか 

　　【基調講演】鈴木　宣弘　さん 

（東京大学大学院農学生命科学研究科　特任教授・名誉教授） 

　　【事例発表】（株）坂ノ途中 

　　　　　　　　オーガニックビレッジ宣言自治体×２ 

　　　　　　　　有機農業関連企業×２ 

 

 

2127
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3. 有機給食 

　●令和８年生産者・生産面積決定（21 組　20.45ha）収量予想 72 トン 

※給食用米 100％達成を見据え、地域商社ＯＮＥかめおかでパックライスでの販

売に向け試作準備中 

 

 

4. 有機農業者育成 

　●亀岡オーガニック農業スクール第三期スタート（R8.2.21～　1年間） 

　　受講生　37 名 

内訳：プロコース　２組３名、スタディコース 17 組 26 名、 

オンラインコース８名 

※第一期生　42 名、第二期生　32 名 

※就農者（予定含む）第一期生　５組、第二期生　５組（市外１組） 

 

 

●有機農業団地 

　　利用者（R8.3 末　４組、準備中　４組）計８組 

　　確保農地（旭町 1.9ha、千歳町 0.5ha）計 2.4ha 

  　※学校給食への提供開始（じゃがいも） 

　　


